
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
〇
日

破

蓮

の

影

を

崩

し

て

鯉

過

ぎ

る

三

刀

野

遊

び

の

一

人

が

転

ぶ

縄

電

車

よ
し
女

冬
ざ
れ
や
玻
璃
の
ご
と
く
に
山
の
池

菜

　々　

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
九
日

茶
室
へ
と
紅
葉
散
り
敷
く
小
径
か
な

明
日
香

磴
は
い
ま
万
華
の
ご
と
く
紅
葉
敷
く

よ
う
子

遠

山

の

水

墨

画

め

く

時

雨

か

な

さ
つ
き

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
八
日

靴

沈

む

ほ

ど

や

深

山

の

落

葉

嵩

明
日
香

鈍

色

の

水

面

に

疎

な

る

枯

蓮

ひ
か
り

屋
根
越
え
て
皇
帝
ダ
リ
ア
孤
高
な
る

智
恵
子

広

前

で

諍

ふ

猫

や

神

の

留

守

満

天

木
洩
れ
日
に
水
面
か
が
よ
ふ
も
み
ぢ
川

菜

　々　

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
七
日

日

向

ぼ

こ

し

つ

　ゝ　

舌

頭

千

転

す

満

天

師
を
悼
み
句
碑
に
集
ひ
し
冬
帽
子

宏

虎

黄

落

の

ま

つ

只

中

に

車

椅

子

は
く
子

偲
び
つ
　ゝ　
遺
句
集
を
繰
る
夜
長
か
な

よ
し
女

石

仏

の

頬

を

染

め

た

る

照

紅

葉

泰

山

堰

落

つ

る

水

の

階

段

冬

日

燦

菜

　々　

花

名

札

確

か

め

巡

る

苑

小

春

明
日
香

冬

空

を

歪

め

て

手

打

ガ

ラ

ス

窓

ひ
か
り

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
六
日

幼

ら

の

伝

言

ゲ

ー

ム

日

向

ぼ

こ

さ
つ
き

谷

川

を

埋

む

紅

葉

の

七

重

八

重

泰

山

小
春
日
や
寄
り
来
て
丸
き
鯉
の
口

よ
し
女

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
五
日

野
路
の
秋
ド
ラ
イ
ブ
兼
ね
て
蕎
麦
食
べ
に

あ
さ
こ

餅
撒
い
て
ふ
る
さ
と
祭
り
果
て
に
け
り

三

刀

幼

顔

し

て

目

高

見

る

卒

寿

翁

よ
し
女

山

神

へ

丁

目

石

あ

る

登

り

口

智
恵
子

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
四
日

冬

の

蝶

峡

の

薄

日

に

見

失

ふ

菜

　々　

大
聖
堂
ミ
サ
の
祈
り
の
声
冴
ゆ
る

治

男

木
の
葉
髪
訥
弁
な
れ
ど
聞
き
上
手

宏

虎

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
二
日
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